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韻母から見たチノ語音韻史

林 範彦

0 は じめに

 チノ語は中国雲南省1`_'版 納榛族 自治州景洪市基諾郷および補 遠 山地区に居

住するチノ族の話す言語である。話者数は約2万 人存在 し、方言に大きく悠楽方

言 と補遠方言の2種 類存在する。本論文では筆者の採集 した悠楽方言巴十土語の

データを扱 う注駐2。

 チ ノ語 はチベ ッ ト=ビ ルマ語派..=ビ ル マ語 支 に属 している。 さらな る下

位語群の所属について は先行研 究においてロロ語群 と考 え られ てい る(蓋1986,

西 田1989,Thurgood 1989な ど)。 しか し、 さま ざまな側面 にお いて ロロeビ ル

マ諸語(以 下LB諸 語)の 中間的な特徴 を示す部分も見 られ るため、本論文 におい

注1本 論 文 で扱 うデ ー タ は筆者 が 主 に2001年7 -8月 、2003年8-9月 に中 国雲 南 省 西隻

版納榛族自治州景洪市基諾郷において調査したものである。筆者 の執拗な調査に辛

抱強く答えて頂いたチノ族である王阿珍さん(1980年 生まれ)に この場を借 りて心

よりお礼申し上げます。また2001年 の調査は文部科学省特定領域研究(A)「 環太

平洋のく消滅に瀕 した言語〉にかんする緊急調査研究a(領 域代表者 宮岡伯人)の

援助を、2003年 の調査は平成?5年 度 日本学術振興会科学研究費補助金(特 別研究

員奨励費)の 援助を受けている。この場を借 りて感謝申し上げます。

 なお、本論文を執筆するに当たり藪司郎教授(大 阪外国語大学)ほ か京都大学大

学院の院生諸氏からも多くの教えを頂いた。心か らの感謝を申し上げます。また本

論文は林(2002a)の 一部に加筆 ・改訂を行つたものであることをお断 りしておく。
注2[チ ノ 語 の 音 素 目 録1

  チ ノ 語 の 音 素 目録 は 、[子 音]1p, ph, t, th, k, kh;ts, tsh>rf, t∫h,り,織;m, rq n, n,阜,

恥0,9;1,1;f,V, S, Z, f, r,4, j, x,8,(w)/,[母 音yi, e,ﾘ,ε,㏄, a, a,3, Y, O,田, wで あ る 。

声 調 素 は!55,44,33,35,42/Cあ る 。 チ ノ 語 の み な らず 、 こ こ に 挙 げ て い るす べ て の

言 語 の 音 節 構 造 は 頭 子 音 十 介 音 十 主 母 音 十 末 子 音!声 調 で 構 成 さ れ る。 本 論 文 で

は頭子音 十介音を 「声母」と呼び、主母音十末子音を 「韻母」と呼ぶことにする。

本文中で末子音のことを 「韻尾」と呼ぶことがある。..系 では末子音がないこと

が特徴的である。チノ語もLB同 源語では末子音がないが、漢語 ・4語 からの借用

語では鼻音が末尾にくることもある。音韻に関する詳細は林(2002a)を 参照された

い。
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ては明言 を避 けたい。

 チノ語の記 述にお ける先行研究は蓋(1981)お よび蓋(1986)が ある。蓋(1981)

はチ ノ語 の最初 の報告 となるが、その後 の蓋(1986)が よ り信頼 のおける資料 と

して、LB諸 語 比較研究 などで参考 にされ てきた。 た しかにチ ノ語の実情 をは じ

めて映 し出 した研究 として重要であるが、いまだ不十分な部分 も少 なくない。 ま

た これ ら以降の記述研 究はほとん ど出てきていない注3。

 チノ語の単母音の韻母は12個 存在する。一般にLB諸 語は10～20前 後の単母

音の韻母を持っているが、その体系は緊喉母音と非緊喉母音の対をなしている揚

合が基本的である。すなわち多くのLB諸 語の単母音韻母は同種の母音が2対 立

をなしているということである(黄1992な どを参照)。

 チノ語 には林(2002a,2002c)な どで述べた よ うに、音韻体系 に緊喉母音 を持

たない。そのかわ り対立する非緊喉母音の種類が他のLB諸 語 よ りも多い。本論

文ではチ ノ語 の単母音韻母の変化 を、LB諸 語 との比較 か ら考察 していく。結論

と しては主に、(i)ロ ロﾘビ ルマ祖形(以 下PLB形)に おいて開音節 であるもの

は、*-aを 除 き、チ ノ語 を含めLB諸 語全体を通 じて 同種の母音 として反映 して

い ること、(ii)PLB形 において入声韻母注4であるものは、チ ノ語 とロロ系(特 に

ロロ語)の 主母音 が同種類 の母音であ り(た だ しその場合 、ロロ系では緊喉母音

である)、末子音 を失 っていること、(iii)PLB形 において鼻音韻尾 をもつ ものは

チ ノ語 はロロ系 とも異なる種類の母音 となること、(iv)イ泰語 などか らの借用語 は

同種類の母音 としてチノ語に導入 されてい ること、な どを示す。

 本論文 の構成 は以下の とお りである。まず1で 、LB諸 語 の韻母 の形式を紹介

し、本論 文におけるPLB形 の再構の手続 きを述べ る。そ して2で 、現代のチ ノ

語 の韻母 を主軸に、LB諸 語 と比較 しなが ら、..の 韻母 からの変化 を考察す る。

また3で はイ泰語 からの言語接触も考慮する。4で 、まとめ、今後の展望を述べる。

1 LB諸 語の韻母 とPLB形 の再構の手続 き

 この節 ではLB諸 語 の韻母は どのよ うな形式を とってい るかを紹介 し、本論文

で取 るPLB形 の再構 における手続 きについて述べ る。

 まず韻母 において、PLBか らロロ系 とビルマ系への変遷 を考 える と、祖形で単

純母音であった ものも子音の韻尾をもっ ものも、..系 では一律 に単純母音化 が

注3よ り正 確 に は蓋(1987)と 雲 南省 地 方誌 編纂 委員 会(1998)が あ るが
、 前者 は主 に文

末助 詞 に つ い て記 述 し、後者 は蓋(]981)と 同程 度 の簡 単 な紹 介 を行 うに と どま つ

て い る。
注4破裂音が末子音に来ている韻母のこと

。
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進 み、 ビルマ系で はそのまま保存 している傾向がある。

   PLB. ロロ系

(1) *cv#  cv#

*CVC#  CV茸

ビルマ系

cvq

CVC#

 ただ し、 ロロ系 とビル マ系を分 ける基準を韻母=のみに求 め るこ とはで きない。

た とえば、ハニ語の方言やサ ンロン語注5な どは韻母 に鼻音韻尾 を持つが、ロロ系

に属す る とされてい る。

 韻母 の祖形 に関 しては、Burling(1967)注6, Matisoff(1972), Bradley(1979),李

(2000),Matisoff(2003)な どがそれぞれ独 自に立ててい る注7。チ ノ語な ど中国

で最近 になつてr新 発見」 された言語 を扱つてい るもの と して は、李(2000)や

Matisoff(2003)が もつ とも説得力があ りそ うだ。 しか し李(2000)は 、例語 を羅

列 したのみ で、変遷過程が見えてこない。また入声韻母の主母音 に長短 を認 める

な ど、きわめて不 自然な再構法 をとってお り、筆者 としては疑問 を感 じる点が多

い注8。またMatisoff(2003)は 現在最 も新 しい研究成 果 として注 目に値す るが、

基本的にはチベ ッ トeビ ルマ祖語の再構 を目指 している。 しか しPLBに 関 して

言及す る部分 も多 く、本論文の該 当部分で も参考に してい く。

 以上の ような数多 くの先行研究 を参考にはす るが、 ここでは筆者が具体的な例

語 を通 じて、帰納 したPLB形 をもとに考察を進 めていきたい。そ の再構 の手続

きは基本 的に林(2002a)で 論 じた方法に従 うが、本論文で も述べ てお こ う。

注5サ ン コン 語 は 最 近 にな って 中 国で資 料 が公 開 され た言 語 で あ る
。 李(1992)に 詳 し

い溺、ロロ系であると考えられているようである。また最近中国で 廃 見」された

..系 の言語も末子音を有しているようだが、詳細な調査報告はまだ発表 されてい

 ない よ うだ(藪 直 談)。
注6Burling(1967)はPLB形 の再 構 を試 み た最 も早 い研 究 と して評 価 す べ き で あ るが

、

 ビル マ 文語 な どを重 視 しない で再構 した 点で か な り問 題 が あ る。
注7Bradley(1983)も チ ノ語 の音 を他 の ロロ系諸語 な ど と比 較 して い る が

、蓋(1981)の

いまだ整理がついていない資料(例 えば韻母に一yを認めているなど)を用いている

ため、参考にできない。
注8このほかにも中国における最近の成果として呉(2002>が あげられる

0呉(2002)は

 チベット=ビ ルマ諸語に限らず、トン=タ イ諸語などを含めたシナ=チ ベット語

 族全体の同源語に関して広く取 り扱っている。チベット=ビ ルマ語派においては

ビルマ祖語やカチン祖語なども独自に再構しているが、明確な根拠が示されていな

いことが多い。PLBの 韻母についてもチベット語の韻尾を参考にしていると思わ

れるものが多く、本論文の基本的にLB諸 語内のみを参考にしてPLB形 を再構す

るとい う態度と異なる。
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 声母 ・韻母のいずれ もLB諸 語全体を見通しておかなければならないが、声

母 ・韻母で再構に際する参考言語が異なる。

 まず 、声母に関 してはロロ系を参考にす る。その理由は、破裂音 ・破擦音声母

で有声音 ・無声音 の対立を残 している言語群 だか らである。 ビルマ系はその対立

を失 い、無声音 の無気音 ・有気音 の対立に変化 した と考 え られ る。 ロロ語あ るい

はハ ニ語で有声音 があ るセ ッ トでは、祖形 にも有声音 を立て るのが妥当である。

 韻母 に関 しては ビルマ系を参考にする。その理 由は、韻母に末子音を残存 して

いる言語群 だか らで ある。 ロロ系はその末子音を摩滅 させた と考え られ る。韻母

の再構 において ビルマ文語注9(あるいは古代 ビルマ語注1。)を最 も有力 なデー タと

見 る。ただ しビルマ文語 に合わず、チノ語 をは じめ とす る開音節主体の言語 に祖

形 として閉音節 を再構す る場合 、ロンウォー語(マ ル語)な どビル マ系諸語の末

子音 をもとに考 えている注11。

 なお、本論文では基本的に韻母の再構について見ていく。必要な揚合のみ、声

母の再構形を提示する。また声調の再構は行わず、今後の課題 としておく。

2 チノ語の韻母の変遷

 この節 ではチ ノ語 の韻母 を中心に、他 のLB諸 語 との比 較 によつて再構 した

PLB形 か らの変遷を考察 したい。2.1,2.2で はLB諸 語 におい て通時的に同源 で

あると考 え られ るもののみを取 り扱 う。すなわち、チノ語 では単母音の韻母のみ

がそれ に対応す る。チ ノ語において一n,司の鼻音韻尾が あ るすべ ての韻母、お よ

注9ビ ル マ文 語 の表 記 は様 々 にあ るが
、本 論文 で は西 田(1972)お よ び藪(1982)で 採 ら

 れ てい る方 法 に従 う。
注10ビ ル マ 語 史 に お い て最 も古 い 史料 は1112年 に建 立 され た ミャゼ デ ィ(Myazedi)碑

文 で あ る。 これ は ビル マ 語 のみ な らず 、 タ ライ ン語(モ ン語)、 パ ー リ語 、 ビ ュー語

の4言 語 が直 方 体 の側 面 に刻 まれ てい る。 それ ぞ れ 同 内容 で あ る こ とか ら、 ビル マ

史 にお け る 「ロゼ ッタ ・ス トー ン」的 役割 を果 た した 。 これ に刻 まれ た 当 時の ビル

マ語 を本論 文 で は 「古代 ビル マ語(Old Burmese , OB)」 と呼 ぶ。

 ミャゼ デ ィ碑 文 にお け る ビル マ 語 面 の言 語 学 的 研 究 はDuroiselle(1919)に 始 ま

る が、 目本 に お い て も西 田(1955,1956)が あ る。 西 田 は ミャゼ デ ィ碑 文 に刻 まれ た

言語 を 沖 古 ビル マ語 」 と呼 ん でい る。 ま た この ほか に古 代 ビル マ語 の音韻 論 的研

究 に はNishi(1999)な どが あ る。
注11た だ し注 意 しな けれ ば な らない の は

、 ロ ン ウォ ー 語 にお い て末 子 音 が あ る場 合 で

  も、 ロ ン ウォ ー 語 内 の変 化 で生 じた もの で あ る 可 能性 も あ る こ とで あ る(Burling

  1966)。 よっ て ロ ン ウォ ー語 で 末子 音 が あっ て も、他 言 語 で そ れ が存 在 しない場 合

  は祖 形 に末 子音 を想 定 して はな らな い。

一350一



び二重母音の あるほ とん ど注12の韻母は漢語 冒泰語 か らの借用語 である。 これ ら

は3で 取 り扱 うため、ここでは取 り扱 わない。

2.1で は基本的な対応 関係か ら導き出せ る変遷過程 を考 え、2.2で は2.1で 述べ

なかつた一見特殊 な例 を考察 してい く。2.3で それ らを表 にしてま とめる。

2.1 基本的な変化

 それでは以下に基本的な変化であると考えられるものを、チノ語の韻母別に見

ていこう。

2.1.1 チ ノ 語 韻 母i

 [PLB.*-i>J.-i]

(2)a.mi55(「 火 」;Hm押dzヨ3ユ;L, mu21tuss;†Lis,α55亡055;†Ac. po1;Lw.�

耐35;Las. mji33;At mji2ユ;†C. n55pu1;W巳mii2;Bs. � bitho(329);

ZM18)

b。t・55ゆ55(「 尻 尾 」;H。do31mf31;L.(魏)'ri1E21phE21;Lis. a55m・31;†Ac.

 おhi3ユr,』a眞〕35;Lw.∫ う35mji31;Las.∫655mji33;At.∫621mji21;C.[1ﾌ31ﾟSilr)31;

 WB. a3 mrii2;Bs.鞠hni(84);ZM267)

[PLB.*-iy>J.-i]

(3)a.a331i55(唾 い 」;すHβ ♂3;L(武)1133;Lis.1f31;Ac」i31;Lw■a35;Las.

   la:i33;At」ai21;C. lal31;WB. leie-;†Bs.'ahan(564);ZMIO14)

b.li55(「4」;†H.(墨)1131;L。(南)1133;Lfs.1f33;†Ac. mi31;†Lw. pjik31;

 †Las. mel33;†At. mji21;†C, mi55;WB. Oci2;†Bs. S1(481D);ZM800)

c。 」133t｡ry,055(「 水 」;Hロ5%璽31;L.別33;L疽.¢33⑫ £33;すAc,1i55;Lw. yak31;

 Las. kjeisl;†At. vui51;†C. tj55;WB. rei;†Bs.1勾(336);ZM47)

[PLB.*-uy>J.-i]

(4)㎞i55(「 汗 」;H.(墨)紬 ㎡1が5;L.(南)key5;Lis.参 」5晦33;Ac. a31Xa35;Lw.

paU31kJﾘ35;Las, pei31ky55;†At.ρui51ρu51;C.・ ―一;WB. khywei2;†Bs.

m60hn血(151);ZM 154)

注12若干の語彙を除いてほぼ漢語 ・西讐版納榛語からの借用語であると考えてよい
。固

有語 と考 え られ るも のに は以 下 の よ うな語彙 が あ る。

 (i)khao42「 何 」、 lai55「～ 人 」 な ど。 詳細 は 注38で 述 ぺ る。
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[PLB.*-it>」.-i]

(5)a.thi55(「1」;H.(墨)thi31;L.(南) thi2 i;Lfs. thi31;Ac. ta31;Lw. ta31;Las.

   ta3i;†At.3a21/1首21;C、 ta31;WB、 tac;Bs.† 曲 η/t由/th血(478);ZM797)

b.垣55(「2」;H.易 ヂユ;L.4P 1;Lis.4声1;†Ac―s∂k55;†Lw.∬k55;†Las.§k55;

 †At. i55;†C. sYk55;WB. hnac;Bs. nl/†s50(479);ZM798)

[PLB.*-il(>J.-i]

(6)a33∫i55(「 新 し い 」;H. s13 i;L.(武)建55;Lis.直31;Ac.§ek55;Lw. s量k55;Las.

  s§:k55;At. a21sik55;C,§uk55;WB. sac・;Bs.?aO∫ 菰(536);ZMIO50)

[PLB.*-ip>J.-i]

(7)a.ji55(r眠 る 」;H.ノ ず1;L. i55;Lis.¢3ユta55;Ac. e31;Lw. jap31;Las. j U:P55;

   At、 jyp55;C, it5s;WB. ip-;Bs, jh(735);zM1646)

b,a55j i44(「 影 」;†H a31ba55;L. bu34F133/sα55多133;†Lis, e55tu33η031;Ac.

 a314it55;†Lw. Yap31ts=)35;†Las. a55―g33;†At vup21tso21;C―a31KLut55;

 WB. a3 rip;Bs.一 ;ZM698)

 上 の 例 で(2)を 見 る と、 チ ノ 語 ―i:ビ ル マ 文 語 一iiの対 応 が 見 て 取 れ る。 こ れ ら

は ビル マ 系 言 語 で 介 音 一j一を持 つ も の が あ る が 、 ビ ル マ 文 語 一iiお よ び 古 代 ビル マ

語 一iで あ る こ と を 重 視 し、PLB, *・・iを再 構 す る。.

 ビルマ文語―eiを基準 に考 える と、(3a～c>の 例では母音 の上昇(vowel raising)

が生 じたよ うに見 える。 しか しこれ らは古代 ビルマ語形では一iyとなってい るこ

とに注意 し、それを もとにPLB.*-iyを 再構する。 よつてチ ノ語 では末子音の一y

が脱落 した形へ音変化 したとみなす ことができるであろ う。特 に(3a, b)の 例 で

は、 ロロ語一i:リス譜iで 対応 してい ることか ら、チ ノ語 とともに、ロロ系では

PLB形 の母音 と同じ種類 のまま反映 していった と考 えられ よう。

 (4)も ビルマ文語―weiを 見 るも、古代 ビルマ語で は一uyを 持 っていた と考え ら

れ るた め、それ を重視 し、PLB.*-uyを 再構す る。 しか し後述す る よ うに、基本

的変化 としてはPLB.*-uy>J,-UIで ある と考え られ るため、 この間題 は後に取

り上 げる注13。

注13呉(2002)は 筆者 の推 定す る* ―uyに つ い て は*-urを 再構 して い る よ うだ(例 ,*mrur

>WB. mrwe「 蛇 」、 WT. sbru1)。 ナ ム イ語 でbo:rで あ る こ とを重 視 してい る か ら

なの だ ろ うが 、*―urと す る積極 的 な証 拠 に な るか は議 論 の余 地 が あ ろ う。
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 (5a, b)を みる と、ロロ系で一i、ビス語で―uzの対応 をとつている。 ビルマ系では

対応が複雑 だが、 ビルマ文語の―ac>ビ ルマ ロ語―17の変化 を考慮 に入れれ ば、主

母音の変化 がロ ロ系 でも見 られ る と言える。ただ しビルマ文語一acをそ のまま再

構形 として用いるにはす こ し問題がある。後で も述べるが、 ビルマ文語 の硬 口蓋

末子音がその当時いかなる音価 を持っていたかはこれ までに も議論がかな りな さ

れてお り(西1974,Nishi 1999な ど)、結論が出ていない。

 ビル マ 語 音 韻 史 か ら 考 察 す る と 、 ビル マ 文 語acに 変 化 す る古 代 ビ ル マ 語 形 は

主 に 一瓩～-ecと 一atが あ り(西1974)、 ビ ル マ 文 語 は い わ ば 一acに 合 流 し た と 見 な

け れ ば な ら な い 。(5)を 見 直 す と、Matisoff(2003)は(5a)に 対 し、 PLB.*?一(hkL

(Matisoff 2003:346)を 、(5b)に 対 し、 ・ .*?-nit(Matisoff 2003:351)を 再 構 し

て い る 。 た だ し 、 こ れ だ け の 情 報 で は 本 論 文 に お い て(5)にPLB.*-ltを 再 構 す

る に は 至 ら な い 。

西(1974)は 以 下 の 対 応 か ら*-itを 推 定 して い る。

[WB.―lt:Akha-i?(PLw),-i(NT)1注14

(8)a.`to close eyes' WB. hmit`to shut(the eyes), wink the eyes';Akha.

   myaini"`to � close one's eyes'PLw

b.`to extinguish' ?WB, hmit`not to appear, as cobr';A抽a加^一 ∫v`fbr

 a伽to go Oロ ピJa^mf^`のPロ ω ロ亡毎e'PLw mz疵r蓜to �� extinguish a

 五re'NT

c,`goat' WB. chit;Akka. C1・me^PLw

西(1974)は(8)で ビル マ文語一it:アカ語一iの対応 か らPLB.*―itを 推 定 してい

る。アカ語 はハニ語 と同 じで あるた め、同じ対応 関係 を もつ(5)に もPLB.*-it

を推定す ることがで きるとい う論理である。筆者 もこれ に同意 したい注15。

濁4こ れ は ビル マ 文 語 で ―itであ るの に対 して 、 Lewis(1968)の ア カ 語 資 料 で一i?,西 田

(1955,1956)の ア カ 語 資 料 で一iで対応 してい る こ とを示 してい る。 西(1974)は も

う一 っ[WB.-it:Akha一(PLw),-ul(NT)】� の対応 例 を用 い て このPLB.*-it推 定 の

問題 を考 えてい るが 、本 論 文 の この 部分 には直接 かか わ らな い の で、 省 略 す る。
注15(8b)に 相 当 す る チ ノ語 はmi42

,(8c)に 相 当す る チ ノ語 は ◎hi 55pε44で あ る た め 、

 PLB.*-itを 推 定 す る と うま く対応 してい る のが見 て取 れ る。

一353一



 Matisoff(2003)は お そ ら くチ ベ ッ ト文 語 注16で そ れ ぞ れgcig「1」 、gnyis「2芦17と

綴 る点 を重視 し、 「1」のPLB形 に対 し、韻尾一kを再構 したので あろ う。 しか し

本 論文 では基本的にLB諸 語 内か らPLB形 を再構す るため、ここでは*-itと して

お きたい。

 (6)も ビル マ 文 語 の 韻 母 が 一acで あ る。 ロ ロ 系 一i:ビ ス 語 一UIだ け の 対 応 を 見 る

と 、PLB.*-itを 再 構 した い と こ ろ で あ る。 しか し、(5)と 異 な る 点 は マ ル 系 諸 語

(Maruic languages)注18の 韻 尾 に 一kが 存 在 す る こ と で あ る。 主 母 音 の 対 応 が(5)と

同 じ で 、 韻 尾 だ け が 異 な る こ とか ら、 こ こ のPLB形 を*-ikと 再 構 し て お く。

 (7a)は チ ノ語―i:ハニ語―u:ロ ロ語一i:アツィ語―up:ビ ルマ文語―ipの対応 関

係 をもち、PLB形 では*-ipを 有する と考え られ る。(7b)は(7a)の ように うま く

対応 していない が、チ ノ語―i:ビルマ文語一ipの対応関係が存在 し、かつ形態的

に も一致が見 られ るた め、や は り同様の変化が起きた と見 る。 これ らではPLB.

*-ip>J .-1の 変化 が起 き、チノ語では末子音一pが脱落 したもの と考 えられ る。

2.1.2 チ ノ 語 韻 母 ・e

 [PLB.*-at>J.-e]

(9)a.se55(「 殺 す 」;H. se31;L,(南)sess;L﨎. sesl;Ac、 satal;Lw. s§ つ55;Las.

   St55;At. � sat21;C. Sat55pilUt55;WB. sat-;BS. Sﾉ(706);ZM1602)

b。、ne55(「 幽 霊 」;H. neslxasi;L.(南)nili;†Lfs. P㎡1∬31;†Ac.§155ρ 型a55;

 †Lw.ﾘ31;Las. nat31;At. natil;†C. tam31;WB. nat;Bs.?aghla(362,

 soul);ZM669)

[PLB.*-an>J.-e]

(10)se55(「 撒 く 」;H. seal;L.(魏)β221;L2S,劦55;Ac. san31;Lw. S35;Las.�

  sa:n55;At. san21;C. san31;fWB. krai-;Bs.  ;ZM1597)

 ―eは共時的には―εとの区別 が付きやすい。ただ し対応 す る例語 が少 ないので、

歴史的変化 を考 えるのは難 しい面 もある。

注16本 論 文 で は ワイ リー(Turnel Wylie)方 式 に よ り転写 す る
。

・17李 ・周(1999)}・ よ る と
、「二(=2)」 の 中古漢 語 形 は℃i去,上古 漢 語 形*ﾘ�寀� で ある

点を考慮すると、シナ=チ ベット語祖形 として韻尾を再構することができないか

もしれない。
注18通 常

、 ロ ン ウォ ー語(マ ル 語)・ ラ シ語 ・ア ツ ィ語 な どの こ とを言 う。
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 (9)を 見 る と、 チ ノ語 一e:ハ ニ 語 一e:ア ツ ィ 語 一at:ビ ル マ 文 語 一atの 対 応 が 一 定

して い る 。 よ っ て こ こ で はPLB.*-atを 推 定 で き る だ ろ う。 しか し、 PLB.*―at>

チ ノ語 一eの 例 も存 在 し、 注 意 を要 す る。 こ の こ と は2.1.3で 述 べ る 。

 (10)の 例 は、 ビルマ文語 が うま く対応 していないけれ ども、 ビルマ系諸言語

(アチ ャン語 、ラシ語 、ア ツィ語 、チ ンタウ語)の 韻母 では―anと なつてい るの

で、PLB*―anを 推定す る。 ロンウォー語 では―gOで対応 してい る点 も注 目に値す

る注19。

2。1.3 チ ノ 語 韻 母 一E

 [PLB.*-am>J.-E]

(11)a.assnE55(「 臭 い 」;H.(墨)pj31n糟5;L. b・zinlas;Lis.悅7,i31nu33;Ac、

nam55;Lw.鷲3ユ;Las。 na:m31;At. nam5ユ;C. nam5';WB. a3narh3;

Bs.?aηnam(512);ZM 1070)

b.prε42(「 飛 ぶ 」;H.1加33;L.(南)byoss;Lis,27133;Ac, t§am55;Lw.增v35;

 Las. ta:033;At. taO21;C. t§am55;WB. pyam-;Bs。 pj疥(659);ZM1318)

c.∫ ε42(「 鉄 」;H,sつ55;L.β ㎡3(d・33);†Lis. xρ33;Ac.§am55;しw.∫ 色31bつ55;

 †Las. t∫っ?31t2?55;At.∫am51tg?55;C、 §am55;WB―sam;Bs. hj疥(403);

 ZM54)

d.tshε44㎞ 田44(「 髪 の 毛 」;H. t8he55肋 σ55;L.(南)U55iSh133;1.1S.055εs地33;

 †Ac. u31mui31;Lw.侒ﾌ1;Las. �� tsham33;At. u2ユtsham51;†C. u31;

 WB―cha市pang;Bs, t亘mkh{加(89)注20;ZM75)

fPLB.*-at>J.-E]

(12)a.phE44(「 切 る 」;H.壊33;†L.%e33侮 ㎡3;†Lfs. tshcu31;†Ac. xa31;†Lw.

,CbE35;TLas. tshi:n33;TAt. tsen21/jam21;TC. jam31;WB. phrat-;TBs.

hεn(628);ZM 1167)

b.XE5(「8」;H,(墨)XE3ユ;L.(南)xe5';Lis. � h1;Ac5et55;Lw.∫� εつ55;

 Las. f£t55;At. JI5;Ci.ﾇE5;WB. �� h rac;†Bs. p£t(485);ZM804)

(11)の 例 か らチ ノ 語 一E:ア チ ャ ン語 一am:チ ン タ ウ語 ―am:ビ ル マ 文 語 一a血:ビ

ス 語 ―amの 対 応 が 見 られ る 。 これ ら か らPLB形*-amを 推 定 し、 基 本 的 な 変 化 と

注19詳 細 は注26を 参 照
。

注20ド イ ・ブ イ下 位 方 言 で はts直mkh並Uで あ る
。 こ ち らの ほ うが 声母 も よ く対応 して い

る 。
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してPLB.*-am>J.一 εを 考 え る。 た だ しチ ノ語 ―εは 様 々 な 祖 形 と対 応 して い る。

そ れ に つ い て は 後 述 す る。

 (12a)は ビルマ文語一atを参考 に、.;*-atを 再構すべき例 であ る。(12b)は ビ

ルマ文語 が一acである ところか ら、 PLBで も*-acを 再構 したい ところだが、2.L1

で も詳 しく述べた よ うに古代 ビルマ語形 を参照 しなけれ ばな らない。(12b)の 古

代 ビルマ語形 はyhat～het～rhac(西1974)と 綴 られ る。す なわち3種 類 の表記 が

古代 ビルマ語 ではなされていたわけであるが、西(1974)に 提示 され ている対応

関係 か ら(12b)に おいて もPLB形 として*―at注21を再構 してお く。

 しか し翻 ってみ ると、*-atは2.1.2で 見たよ うに、チノ語 では基本 的に一eで対

応 している。大変例が乏 しいため、断定はできないが、先に見 た(9)の 例 は とも

に声母が歯茎音で ある。 そしてここでの声母 は両唇音 あるいは軟 口蓋音 である。

したがって声母 の環境 によって韻母の高低が分かれた とも考え られ うる。

 仮にでは あるが、チ ノ語一e/一εの分裂条件 を以下に示 す。 ただ後 に(31)で も見

るよ うに、歯茎 音が韻母 に影響 を与えた と考 えると、む しろ基本 的変化 をPLB.

*-at>J .一£ と捉えたほ うがよいかもしれない。 よって以下のよ うな形 で定式化す

ることになろ う。

(13)[PL,B.*・atか らチ ノ 語 へ の 変 化 】

PLB.*-at>J.-e/[÷anterior,十coronal]

    >J..ε/elsewhere注22

2.1.4 チ ノ 語 韻 母 一ﾘ

 [PLB.*―wan>J.一 ¢]

(14)a.a33事h¢55(「 尖 っ た 」;H.帥e33;L.(魏)hyss;Lis. fshε35;†Ac. liamsl;

Lw. t∫hum31;Las. tinu:nss;At. tfhunsl;†C. IEmsi;WB、 khywan-;Bs.

  ;ZM992)

b.ts¢33mo55(「 鷹 」;H. xa31dzess;L.参055;Lis.(ﾍ7Pe33ihur55;†Ac. ti31mっ31;

 Lw. tsum31;Las. tsりn31;At―tsunsl;C、 cun31mり31;WB―cwan(鳶);Bs,

注ziチ ベ ッ ト文 語brgyad
,中 古漢 語p誡入,上 古 漢 語*pet入(李 ・周1999)も 参 考 にす べ

 きか も しれ ない。
注22(12a)の 通 時 的 変化 を詳細 に示す と以 下 にな る だろ う

。

PLB.*?brat>*?prat>*phrat>Proto-Jino.*phjE>Modern Jino. Pht;4

途 中 で 介 音J一 が 脱 落 して い る が 、 そ れ は 韻 母 が 前 舌 母 音 だ か ら で あ る(林2002a,

bを 参 照)。
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ts疣ba(49);ZM328)

[PLB.*-wam>J.一�

(15)a33¢55(「 熊 」;Hxo31σ55;Ly・33;Lis.げ1εf55;Ac.つm55;Lw. v色31窪as.

  w⊃m31;At. vam51;C. om55;WB。 wak-wa市;Bs.'uw疥(12);ZM311)

[PLB.*-wat>J.一�

(16)m¢55(「 空 腹 で あ る 、 ひ も じ い 」;H.mesl;L. miss;Lis, h1muml;†Ac.�

§ut55;Lw mﾘ'3ヱ;Las. mu:t5s;at. muter;C. mutss;WB。 ngat-mwat―;†Bs.

h知bき(638);ZM 1298)

[PLB.*-um>J.一�

(17)Sﾘ55(「3」;H.555;L.sσ33;Lf8、 SQ33._ +Ac. sum31;Lw. S1'131;Las。 � sっm55;

  At. SUI'1'121;C. sum31;WB. su市2;Bs. s緡(480);ZM799)

 (14a, b)か ら見 る と 、 チ ノ語 ―ﾘ1ハ ニ語 一e lロ ン ウ ォ ー 語 ―um:ア ツ ィ 語 一un:

ビル マ 文 語 一wanの 対 応 か ら 、 ビル マ 文 語 を参 考 に し て 、 PLB.*-wanを 推 定 す

る 。 チ ノ語 の 韻 母 一eと の 関 連 か ら見 る と、PLB.*―an>J.-eが 先 に 起 こ り、PLB.

* -wan>*-vve>J .―¢ の よ う な 変 化 が 起 こ っ た と考 え られ る 。 す な わ ち 、 介 音_yV_

が 主 母 音一eに 円 唇 性 を加 え た と解 釈 で き る。

 (15)の 例 において もチノ語 の韻母 εとの関連 から考えてみ る。 これ も介音―w一

の影響で*-amに 円唇性 が加 え られて、 PLB.*-wam>*-WE>J.一 ¢ の ような過程

を経た もの と解釈で きる。 しかし、それならばなぜ 開口度が同 じGeにな らなかっ

たかにっいて は明確 な答 えがない。 もしか した ら、wが 絶対語頭に来た ときに母

音が上昇す るのかも しれない。

 (16)も チノ語 の韻母一Eとの関連か ら考 えると、これ も介音一w一の影響 で*-atに

円唇性が加 えられて、PLB.*-wat>*―wε>J.一 ¢ のよ うな過程 を経たので あろう。

これ も開 口度 が上昇 してい ることに注意 しなければならない。

(17)は チ ノ語 一¢:ハ ニ 語 一〇:..語 ―o:ア チ ャ ン語 ・ア ツ ィ 語 ・チ ン タ ウ語 一um

:ビ ル マ 文 語 一umの 対 応 が あ り、PLB,*-umを 推 定 す る 。

2.1.5 チ ノ 語 韻 母{£

(18)lce42(「 ～ 個 」;†H. si31,†L. ma33;すL﨎. mass;Ac. lumsl;†Lw. t∫hεつ55;

tLas. tfham55;tAt. tfham21;C.1um31;WB. lum3;Bs.  ;ZM841)
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 共 時的に もチ ノ語 において一ceが現れ る語 はかな り乏 しい。 よってあま り明 ら

かなこ とは言えない。 しか し(18)か らチ ノ語(£:ア チャ ン語 ・チ ンタウ語一um:

ビル マ文語.umの 対応 が見て取れ ることを指摘 してお く。 これ は(17)と 重 なる

対応であ り、 これ以上のことは言えない。

2.1.6 チノ語 韻母a

[PLB.*-ak>J.-a]

(19)a.a3anass(r深 い 」;H. n1;L.(武)nass;Lfsl � n〆5;†Ac.1ak55;Lw. nり731;

   Las. na:k31;At. nik21;C. nu』k55;WB. nak―;Bs.?aηhna(545);ZM982)

b.fa4a(「 は ず か し い 」;Hsas s doss;L.(武)βg55亡033;Lis.卿 α33fo33;Ac.

 脳D?31s⊃?55;Lw. xり755;Las.∫2:?55;At. XO'55;C. Pつ つ55sつ?55;WB.

 hrak―;†Bs.?aη つ葡(520D);ZM1365)

c.ga33z・55(「 鳥 」;†H.5Cl・i55;L.(武)η� α2;†Lfs』fε35勧 ㎡3;†Ac. mつ?55;

 Lw,0⊇?55;Las.弓 ⊇?55;At. Og755;C.0り?55;WB. hngak;†Bs, haja(48);

 ZM326)

d.ta42(「 登 る 」;H(lass;L,(武)dat;Lis,(俉33;Ac. t⊃つ55;Lw. tっつ31;Las.

 tっ:755;At. to,21;C. t⊃?55;WB. tak-;Bs. ta/tha(652);ZM1609)

e.a33pha55(「 葉 」;H. as spas i;L.(武)ph疽s;†Lis, S135Ve33;Ac. a31xzp?55;

 Lw. phっ ㍗5δ/fっ?55;Las. a31fU755;At. a21xa?55;C. a31x耳 ρ?55;WB、

 phak;Bs.?aOpha(305);ZM376)

 ビルマ文語形 を参考 に考えると、チ ノ語の一aは*-akを 主な来源 と解釈 する こ

とができそ うだ。チ ノ語の一aは*-akの 末子音kを 失 った結果 である と考 えられ

る。 よ り詳細に変遷過程 を述べ ると、PLB,*-ak>*―a?〉 チ ノ語aを 推定でき よ

う。 ロロ系諸語で は末子音が脱落 して、 同種類 の母音の まま緊喉母音 になつて

い るが、 ビルマ系では母音が一〇系に変化 している。緊喉母音 になっていない点を

除 くと、チ ノ語が ロロ系 と同様 の変化を経てい ることが見て とれ る。

2.1.7 チ ノ 語 韻 母 ・a

 [PLB.*-aη>J.―a]

(20)a.go33幻955(「 蚊 」;且 ノa55go31;†L. bl133Z㎡33;†Lis.現 ♂5mσ33;†Ac. pnつP55;

Lw.唖31;Las.吋aO33;At. kja弓51;C. caり31kh翠G55;WB. khrang;†Bs.

?うt6n(72);ZM360)
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b.mja4a(「 見 え る 」;H. moss;L. yﾘ'-rmoas;Lis.1055mp33;Ac. en31mz3り55;

 Lw. mesi;Las. mja=031;At. mjaO5ユ;C. mろaO55;WB. urrang-;Bs.

 h切 勾(596);ZM 1471)

c.na4a(「 君 、 あ な た(主 格)」;H. riO55;L. nur33;Lis. IIU33;Ac. nuapss;

 Lw. n5a1;Las. naq31;At. naijsl;C. nっ055;WB. Hang;Bs. naη(439);

 ZM931)

d.pg33thu55(「 兎 」;†H.伽311a33;†IL.(魏)曲0331033;†Lis. asskass;Ac.

pそaり55僘155;Lw. p痰5tai55;Las. � paO55tel55;At pap55t疂51;C.

ρ環aり31tai55;†WB. jun;†Bs. kat瀚(46);ZM292)

 (20a～c)を 見 て み よ う。 チ ノ語 一a(1ア チ ャ ン 語 一aB!-uai):Rン ウ ォ ー 語 一5:ア

ツ ィ語 一aη:ビ ル マ 文 語 ―angを 読 み と る こ とが で き る 注23。(20d)は ビ ル マ 文 語 形

が 同 源 と は 考 え られ な い 。 しか し こ の 例 で もチ ノ 語 一a:ア チ ャ ン語 一aη1ア ツ ィ

語 一明 の 対 応 を 重 視 し、(20a～c)と 同 様 の 変 化 が 起 こ っ た と見 る 。 よ っ て 以 上 の

例 か らPLB.*―aη>J、 ―aの変 化 が 起 こ っ た とす る 。

2.1.8 チ ノ 語 韻 母 っ

[PLB.*-a>」.つ]

(21)a.no42(「 病 」;H『. nass;L.11Q33;LIS. IIQ33;Ac. m55;Lw. m31;Las. n⊃:31;

    At, no51;C. nっJJ;WB. a3naa;Bs.'and763A);ZMI160)�

b.ηD42(「 私 」;H. mass;Lη α33;Lis.η ・α33;Ac.0つ55;Lw.り つ31;Las.0。31;

 At』051;C。0っ55;WB. ngaa;Bs. ga(438);ZM928)

c,b42(「 来 る 」;H.」355;T.133;.Ljs.1Q33;†Ac.4)35;Lw. li55/b31;・Las.

 !e=JJ;At.'e55;C. b55;WB.!aa-;Bs,1649B);ZM � 491)

d―tsD55(「 食 べ る 」;H. dza3ユ;L.(魏)dzα21;Lis. dZQ31;Ac.ゆ31;Lw. tsつ35;

 Las. tsっ:33;At、 tso21;C、 cり31;Wﾘ. caa2― 二Bs. ts631);ZM1198)�

e.撃042(「 聞 く 、 尋 ね るJ;H.na55xa31;L. na33;L﨎. nd33n133;Ac.阜i31;

 †Lw. mjikss;†Las, mje:3;†At. � meai;C. ni31;WB. naa―thつng-;Bs.

 hn667);ZM � 1708)

注23(20a)の マル系諸語の例では主母音が緊喉母音となっているが
、本論文ではその理

  由を問わない。

一359一



[. ;*-wad>J.-o]

(22)phD55(「 開 く 」;Ephσ33;L. pho21;Lis. phジ3;Ac. phっ り35;L―w. phuり55;Las.

  pha:053;At. phoO55;Ci. pﾌ101」35;WB. phwang3-;Bs. phoq(714);ZM1461)

 ここでは母音の上昇 を見 るこ とができる。チ ノ語一〇:ハ ニ語―a:ロ ロ語一α:ア

チ ャン語一〇:ロ ン ウォー語一a:ア ツィ語o:ビ ル マ文語 ―aaの対応 が見 て取れ

る注24。(21e)で は ビルマ系 とロロ系 とで異なつた語形 が現れているが、チノ語は

ロロ系 と一貫 して対応 してい る。 これ らか らPLB,*-a>チ ノ語一〇の変化が考え

られ よ う。 とくにチ ノ語 がアチャン語や ロンウォー 語な どの ビル マ系言語 と同

じ一っ系の母音へ変化 していつた ことも注 目に値す る。

 ま た(22)で は チ ノ 語 一〇:ビ ル マ 文 語 一wangの 対 応 が 見 て 取 れ る 。 こ こ でPLB.

*―waり を 立 て る とす る と
、 チ ノ 語 へ の 変 化 と し て*-wao>*-wa>-oを 考 え る

こ と が で き る。 つ ま り、(20)で 見 た よ うに 、 一 旦*―aη 〉*-aの 変 化 が 起 こ っ て か

ら、 ―W一の 影 響 で 円 唇 化 が起 こ つ た と考 え る注25。

注24西 田(2000:292)で はア チ ャ ン語 朧川 方 言 の 音 変 化 で
、 ビル マ 文 語 一aに対 応 す る

セ ッ トと して 、-uaを 挙 げ、 「朧川 方 言で は 、 a母 音 自体 はDに 変 化 した が部 分 的 に

新 しい 合 口韻uaを 発 生 させ た。 しか しその発 生 の 条件 は 明 らか に で き ない 」 と述

べ て い る。PLB .*-waに 対 して 、 アチ ャン語 で は一aで 対 応 して い る こ とか ら、祖

形 の 合 口韻 は融 台 したが 、 一方 で 単母音 であ る*-aに 関 しては 一 旦 っ に なっ た も の

の 、*-aの 一 部 が分 裂 し一uaと な つた と考 え られ る。 西 田(2000)の 提 示 す る内容 を

ま とめ 、 図式 化 す る と以下 に な る。

PLB.

*-wa

*-a

Ac.

つ

一ua

'注25PLB
.*-wad>」.-0と な る 例 も 見 受 け られ る。

   042(「 入 る 」;H.(墨)u55;L. Vll33;†Lis。 d♂1;Ac.っ り55;Lw. v531;Las. va:q3!;

At. vaqsl;C.0055;

 WB. wang-;Bs.?6η'ﾉ/le(655);ZMI447)

 こ の 例 も ビ ス 語 一明:ビ ル マ 文 語 ―wangの 対 応 関 係 が 見 ら れ る こ と か ら 、 PLB.

*-agと 再 構 す る が 、 チ ノ語 で は よ り狭 い母 音 に反 映 して い る。 wが 絶 対 語頭 に あ

る こ とが そ の理 由 の一 つ に な るか も しれ ない。 今 後 の課 題 と した い 。
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者五     昌
騨.A・"   ▼   HH     HFSリ   リ

 [PLB.*-j an>」.一 司

(23)a.卑jY55(「 熟 し て い る 」;H.卿b33;L.碑 £1;Lis. illl'33;†Ac. O eO35;

Lw. mqB55;Las. mje:053;At. mjiO55;†C. tSLufi35;WB. hmarl§ 一;Bs.

?aghmip(764B);ZM 1637
,1638)

b.a33t∫hY55(「 酸 つ ば い 」;H鉛11e55;L.鐸33;Lis.お Ψ33;†Ac, m葦ek55;Lw.

 t加31;Las. t∫1:n33;At―t∬n51;C。 tshεn55;WB. khja6-;Bs.つapch6n(549);

 ZM 1072)

[PLB.*-ay>J.― ・g]

(24)tshx42(「 ユ0」;Htshe55;L。 tshi33;Lis. ts垣33;Ac,おhe 55;Lw. tshε31;

Las. ta31tshe33;At. tshe5ユ;C. ta3itshi55;WB. chay-;Bs. tsh桝sfp(487);

ZM806)

[PLB.*-im>」 ――x]

(25)1x44(「 転 が る 」;H.盈r31;L.(南)1㎡3;Lfs, le55;Ac、1iO35;Lw. laO55kum31;

  Las. le:031;At■eO21;C. liO31;WB. lim3-;Bs.1tin(730);ZM1361)

 一xは後 に述 べ る一urと も区別の付 きにくい難解な音であ る。例 か らもわか るよ

うに(28)に も見 られ るビルマ文語afiの 対応 が存在す る。 よって一xは複雑 な対応

をなす ことか ら、多源的であると推測できる。 よ り具体的 にみる と、(23a)か ら、

チ ノ譜Y:ロ ロ譜i:ロ ンウォー語一4p:ア ツィ語―ip:ビルマ文語 一a溢の対応 を取

り出せ る。 ビルマ文語 をもとに考察する と、PLB.*-ahを 推定す ることになろ う

が、PLB形 の段階でhが 韻尾 として考え られるかは疑わ しい。

 そ こで ロンウォー語 の韻尾 に注 目したい。ロンウォー語 の韻尾が一ljとなつて

い る例 は(10)で も見たが、PLB形 韻尾*-nを 考察 できる。 ここで もそれ を重視

し、韻尾に*-nを 推定 し、主母音の前に一j一が存在 した とす る。その一j一の影響で韻

尾の一nが ビルマ文語 では 口蓋化 した と考 える。 よってPLB.甥an>チ ノ語一xを

考察す る注26。

 一 方 こ こ で 重 要 な の は 、(23b)と(24)に お い て 、 チ ノ 語 ―x:ハ ニ 語 一elロ ロ

語 一iが 対 応 し て い る こ と で あ る 。(24)の ビ ル マ 文 語 は 一ajを も っ て い る。 そ れ を

注26西 田(2000:281)は ビル マ系 祖語(PB
.)と ビル マ 系 諸 語 との対 応 表 を 以下 の よ うに

 挙 げ て い る(a,bな どの番 号 は筆者 が付 けた もの)。
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も と に.;.*-ayを 再 構 した い が 、 こ の*-ayは 様 々 な 対 応 例 注27が あ り、 一 概 に

は言 え な い 。

 ま た(25)の 例 か らチ ノ 語 一xlハ ニ 語 ―UI:ア チ ャ ン 語 一ip:ロ ン ウ ォ ー 語 一ao:

ラ シ 語 一g:η:ビ ル マ 文p-imが 対 応 し て い る の が わ か る。 例 が 少 な い の で 難 しい

が 、 こ こ で は ビル マ 文 語 に従 い 、PLB.*-im>了 、-sを 変 化 の 一 つ に 数 え て お く。

2.1.10 チ ノ 語 韻 母 ・o

[PLB.*っk>J.-o]

(26) a、k均055(「6」;H.1(μ31;L.(魏)kho2ユ;Lis. 帥g31;Ac. X7zO'ss;Lw.

khjauk55;Las. khjuk55;At. khjuX55;C. chu°55;WB. khrck;tBs.

h(483);ZM802)�

a.

b.

C.

d.

PB.

*-ak

㌔ang

'-ap
,'-at

'-am
,'-an

Lw. PI. Las. At.

一=)?

-5

一εつ

一E

一aつ

一5

-£'

一§

―=)つ

一ao

一ap
,-at

-am
,-an

一◎つ

'ao

一ap
,-at

-am
ラ―an

SB.

一eつ

一in

-a'

-an

 まず 、 断 つて お かね ば な らな い のはPB.とPLB.の 韻 母 の祖 形 は基本 的 に同 じで

あ る こ とで あ る。

 この な かで ここで 関係 す るのはbとdで あ る。bに 関 して は 、本論 文 で も(20a～c)

で見 た対 応 とほぼ 変 わ りない 。 しか しdは 問題 があ る。PLB.*-anの 対 応 は 、 ロ ン

ウォー 語 で は基 本 的 に一ariであ る こ とを す で に(lo)で 見 た。 西 田(2000:as i)も そ

の例 を掲 げて い る。

e.

PB.

*pan「 花 」

Lw. PI.  Las. At.

peo35  p£si  pan33  pan21

こ の 例 か ら も わ か る よ うに 、PB.=PLB,*-n:Lw._nで あ る 。 よ っ て 、 上 の 表 の

対 応 は完 全 に正 確 で ある とは言 え ない。

 チ ノ語 で は 「花」 をa55po44と い う。 よって.;.*-an>J.―oと い う特 殊変 化 を

  設 定 し な け れ ば な ら な い 。

注27例 え ば 以 下 の よ う な 対 応 が あ る
。

   (i)a55krg55(「 広 い 」;†H. jen s;L。 ♂3吻33;†Lis,ぜ3;†Ac. kaO31;Lw.1色31;Las.

―a:m31;At.―am51;C. kaO31;WB, kyay・;Bs.?aηkk愈(527);ZM976)

 (ii>pu33ki55(「 星 」;H. a31gα 亙55;L.加 ロ33切33;Lfs. kμ33zg31Zkず3ma33ze33;Ac,

kh孕55;Lw―k颯3ユ;Las―k盈33;At.畷51;C. tshi55司um31;WB. kray;Bs.駈 ㎞(319);

ZMS)
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b.a55昇042(「 後 ろ 」;Hη σ55xσ33;L(サ ニ)nD44 qD44;L﨎. kQ55nE55S3;Ac。�

norJsspasl;†Lw. th531;†Las, thaO33;†At. thaO51;C. chi3100055;WB.

nっk;Bs. n6ηn6η/nう ηnうη(448);ZM713)

c.1033(「 ウ ジ 虫 」;H.1μ3%σ31;L.加3辱 μ33z㎡}3;tLis。 麓31出035;†Ac.

 nU'ss;Lw. lauksl;Las. luk31;At. lu亨21;†C, pau31;WB. bk-kっng;Bs.

   ;ZM359)

[PLB.*-wa>J.-o]

(27)2055(「 歩 く 」;HZII31;L.(南)sa'1;†Lis.8133;Ac. so31;Lw. su35;Las.

  s⊇=55;At. so21;C. so3ユ;WB. swaa2-(行 く);†Bs. j5(648);ZM1815)

 (2b)に 見 るよ うに、チ ノ語一〇の基本 的対応 としては、チ ノ語一〇:ロ ン ウォー

語―auk:ア ツ ィ語一u?:ビ ルマ文語一〇kが 取 り出せ る。 ビルマ文語 を基準に して、

上の対応 よりPLB.*―okを 再構す る。チノ語 の一〇も一a同様 、末子音 の―kを摩滅

させる結果 となつているこ とは興味深い。 ただ し母音 が若 干上昇 してい ることも

注意すべ きである。

一 方 で 例 は 乏 しい が
、チ ノ語 一〇1ハ ニ 語 一U:ア チ ャ ン語 一〇:ロ ン ウ ォ ー 語_u=ア

ツ ィ語 ●.ビ ル マ 文 語 一waの 対 応 関係 か ら、 ビル マ 文 語 を基 準 と し て 、 PLB.*―W�

を 再 構 す る 注26。PLB.*-aの 場 合 と異 な り、 母 音 が 狭 く反 映 して い る 。

2.1.11 チ ノ 語 韻 母 ・田

 [PLB.*-j an>J.-uz]

(28)a.a55pr田44(「 一 杯 の 、 満 ち た 」;旦 切 っ33;L、(南)b133;Lis.げ3;Ac.

P孕035;Lw. pjaO55;Las.ρje:055;At. pjiO55;C. P田035;WB. pra-;�

Bs.つa期plulη(547);ZM984)

b.mUI42(「 響 く 」;†H. g1;L.(魏)mur55;Lis.ロ]ゴ3;�

注28(27)で は 声 母 に お い て
、 チ ノ 語z-:ハ ニ 語z-:ビ ル マ 文 語S一 と な つ て お り"通 常 の

チ ノ語s-=ビ ル マ文 語s一の 対応 関係 か らず れ てい るよ うにも 見 え る。 しか し他 に も

以 下 の例 が あ る。

 (i)zo55ku55(「 子 供 」;H. za31gusi;L.α34多f33;Lis. ZQ31ne33ZQ31;Ac. ts10isi;�

Lw. tsう35∫531;Las、  ;At―tsﾓ"1faljsl;C. tsり31ui31;WB. saa'一 一(「 息 子 」);†Bs.

j潴e(159);ZM 169)

 この(i)の 例 で は 、チ ノ語 一〇:ハ ニ語 一a:ビ ル マ文 語 一aaの 対 応 が取 り出せ 、(21)

の 対応 関 係 とも合 致 す る。 よ って チ ノ語z-;ビ ル マ 文 語s一 の 対応 規 則 も立 てて お

く。 こ の 点 につ いて は西 田(1964)と 同 じ意 見 で あ る。
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Ac. m孕055;Lw. mlaO 31;Las. mja:031;At. mjiO51;C. mYO31;WB.

mraBs. ��  ;ZM1094)

c.j・55∫ 田42(「 長 い 」;†H. m・55;L.α33β ・33;1,1S. f133;Ac, saq5s;Lw.

 xaO31;しas.∫ §:033;At、 Xilj51;C. SXり55;WB. hra¥;†Bs.つaりhmoη(758);�

 ZM972)

[PLB.*-uy>J.-uz]

(29)a.khul55阜i55(「 犬 」;H. a31kh㎡}1;L. kh㎡3;Lis. kh㎡ ユ 319� ;Ac. xui3ユ;

Lw. t1kha35;Las. � khui55;At. khui21;C. fui31;WB. khwei2;Bs.

khiu(18);ZM289)

b.assmsss(「 毛 」;すH xり33;L.(武)皿V11;Lis. e55mux55;Ac. a31mui3r;Lw.

 f'35muk55;Las. fsmou55;At. � f1mau55;C. � mui31;WB. a3mwei';

 Bs.?aηhm田(90);ZM266)

c.ul33(「 蛇 」;H(墨)㎡1u55;†Lβ133;Lis.1ε35n1㎡1鉛� 玩 μ33;Ac・m型i55;

 Lw. i蚤31mっi31;Las.1疊3smusi;At.1痃slmuisr;αmそui51;WB. mrwei;

 Bs.つd1勾(60);ZM347)

[PLB.*-i>J.-tu]

(30)a.a33su155(「 果 実 」;H. a55S131;L,5133dZa331u33ma33;†Lis. essnlssmQSs;

Ac.δe31;Lw.∫i35;

Las.∫155;At.∫i21;C.§131;WB. a3si;Bs.?aOs{h(278);ZM378)�

b.sul55jo44(「 知 る 」;†H xf3;L.(武)Slss;Lis。 S㎡55;Ac. sG 35;Lw. sε55;

 L禊.S£:53;At. se";Ci. S5;W �� SI3-;rtBs. bﾉ(590);ZM 1798)

 一xの対 応 が 複 雑 で 、多 源 的 で あ る とい う推 測 を 立 て る 一 方 で 、一田 は 比 較 的 安 定

した 対 応 が 見 ら れ る 。 ま ず 一sに も あ つ た チ ノ語UI:ハ ニ 語 一〇:ア チ ャ ン 語 明:

ロ ン ウ ォ ー 語 一ao:ア ツ ィ語 一iη:ビ ル マ 文 語 一aﾌ� 対 応 が あ る こ と か ら、2.1.9同

様 、PLB.*-jan>チ ノ語 一UIを 変 化 の 一 つ と して み た い 。

 次に(29)を 見 る と、ビルマ文語では一weiと なってい る。 しか しビルマ語音韻

史では古代 ビルマ語一uy>ビ ルマ文語一weiの 変化 があつた とされ るのを重視 し、

PLB.*-uyを 再構す る。 ロロ系では対応が一定 している とまでいえないが、後舌

非円唇母音で対応 しているこ とは共通 している。 ビルマ系 との関連で見ると、チ

ノ語一UI:ア チャン語一ui:ビルマ文p-weiの 対応 力裯ê定 してい る。

 さ ら に 問 題 が あ る の は(30)の 例 で あ る 。(30a)で す こ し異 な る対 応 を して い る

が 、(30b)に お い て は チ ノ語 一uz:ア チ ャ ン語 一α:ロ ン ウ ォ ー 語 ―ε:ラ シ 語 一E::ア
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ツ ィ 語 一e:ビ ル マ 文 語 ―iが 対 応 し て い る 注29。 こ こ か らPLB.*-iを 再 構 し た い 。

し か し 、 す で に2.1.1で 見 た よ う に 、PLB.*-iに 対 応 す る チ ノ 語 の 韻 母 は 一iで

あ つ た 。 チ ノ 語 ―UIに な つ て い る(30)を 見 る と、 声 母 が 歯 茎 音 のs― で あ る た め 、

PLB.*-iの 変 化 は 以 下 の よ うに 条 件 付 け られ る で あ ろ う注30。

(31)[PLB.串 ・iか ら チ ノ 語 へ の 変 化]

PLB.*―i>J.―u【or-x/[十anterior,十corollalj

    >J.-i/elsewhere

2.1.12 チ ノ 語 韻 母 一u

[PLB.*-u>」.―u)

(32)a.a33thu55(「 厚 い 」;H.ﾍ1]U55;L.(魏)亡 加55;Lis.蜘33;†Ac. kan31;Lw.

thau31;Las. thu:33;At. thUSユ;TC. kana';WB. thuu-;Bs.?a弓thd(53!);

ZM980)

b.assnuss(「 た お や か な 」;H.(墨)nu32;L. i34nu33;十Lf5,1ε55;Ac.馴at55;

 Lw. nau55;Las. nu:55;At. nuss;C.,りt55;WB. nu3-;Bs.?aηnむm(534);

 ZM 1057)

c。a33vu55(「 腸 」;且 ロ55;Lvu33;1.15. vuss;Ac. a31u55;Lw. au31;Las.

 u33;At, u51;C. a31u55;WB. uu;Bs.?aBつ146);ZM149)�

注29(30b)を 見 る と
、 ロ ロ語 一1:ラ シ語 一E:となっ てい る。 これ らは ビル マ文 語 が第3声

調(緊 喉調)で あ る こ とか ら、祖 形 に おい て は*?一が 声 母 に存 在 した と考 え たい(詳

細 は 林2002cを 参 照)。 チ ノ語 で はPLB―*?― が 高 声 調 に 反 映 して い る。 一 方(30a)

で は ロ ロ語一11ラ シ語 一1とな って い る。 全体 を通 して み る とロ ロ語 のみ が 緊 喉 母音

とな っ てい る。 なぜ ロロ語 のみ 緊喉 母 音で あ るか は 問題 で あ る が 、今 後 の課 題 と し

た い。

注30他 に も 以 下 の よ うな 例 が あ る た め
、 上 記(31)の よ うな 条 件 付 け を 行 っ た 。

  a33pY55(f赤 い 」;Hザ5;1.. Q33n133;†L∫&s戸1;Ac―na55;Lw. nei;Las. nE:31;

At. ne51;C. na;WB. � nii-/a-nii;Bs.り ゅn6(502);ZM1007)

 こ の 例 は 場 合 に よ っ て はa33PUI55と 発 音 され る こ と も あ り、 注 意 す べ き で あ る 。

しか し、調 査 で はa3㌔Y55と 聞 こ え る場合 が多 い た め 、 こ こで は 上 の よ うに表 記 し

た 。
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[PLB.*-o>J.-u]

(33) a.kJll55(「9」;H.(墨)yu31;Lgロ33;Lis∴kU33;Ac. kau31;Lw、 kuk31;Las.

    kou33;At. kau21;C. kau31;WB. ko2;」-Bs. k窈(486);ZM805)

b.pU55tru55(「 虫 」;H.(墨)plsユ 塀1;L, b・33;†Lis. lriQ33XUI33;14C. pau31

 ;Lw. puk55;Las、 pou33;At. pau21;C. pau31;WB. po2k⊃ng;Bs、

 ?aηba(71);ZM353)

c、a33興55(「 緑 」;H阜 が5;L.(魏)'孕55靭33;Lis,躍35ψ ゼ31;Ac、 秘au55;Lw.

 Ojuk31;Las. Oja:u31;At. Ojui51;C―,gauss;WB, a3ho℃ng(茶 色);†Bs.

 つagk垣aw(508);ZM 1009)

[PLB.*-up>J.-u]

(34)a.ゆ55(「 縫 う 」;Hgμ3注31;L. gﾚ55;Lis.(橿31;Ac. xzpp55;Lw. khjap55;

Las. khju:pss;At. khjup55;C. chup55;WB.(ap)khyup-;Bs. ku(680);

ZM 1324)

b.1ﾚ33(「 揺 れ る 」;†Hdz231b炉5;1..17133;†Lis.㎡5;†Ac.ﾘnss;†Lw. fak55;

 tLas. f£:55;At. xe51;C. IE35;WB. hlup-;Bs. li/tpsk/tjL坥khasank736);�

 ZM 1752)

 ま ず(32)を 見 る と、 チ ノ語 一u:ハ ニ 語 一u:..語 ―u:ロ ン ウ ォ ー 語 一au:ア ツ ィ

語 一u:ビ ル マ 文 語 一uの 対 応 は 一 定 し て い る よ うに 見 え る。 これ ら か ら、 ビル マ 文

語 を 主 軸 に 考 え 、PLB.*-uを 再 構 し、 PLB.*-u>J、-uで あ る と 見 な す 。 一 方 で

(33)を 見 る と 、 チ ノ語 一u:ハ ニ語 ―u:..語 一u:ロ ン ウ ォ ー 語 一uk:ア ツ ィ 語 一au:

ビル マ 文 語 一〇 の 対 応 が 存 在 す る 。 こ こ で も ビ ル マ 文 語 を基 準 に 考 え る と、PLB.

*-0注32を 再 構 す る こ と とな ろ う
。

 す な わ ち 、 こ の2つ の基 本 的 変 化 を あ わ せ て み る と、PLB.*-u,*―o>J.―uの

合 流 が あ っ た と考 え られ る。(33c)は ア ツ ィ 語 で す こ し異 な っ て い る が 、(33a,b)

注31黄(1992)の 資 料 の まま掲 載す る
。

注32本 論 文 で あげ た ビル マ 文語 一〇は ビル マ 語 学 の伝 統 に即 す と一uiと 転 写 され る こ とが

多 い た め、PLB.*-oは 容 易 に異 論 を唱 え られ る だ ろ う。 しか し ビル マ文 語 一uiがそ

の ま ま そ の 当時 か ら発 音 され てい た か ど うか は か な り疑 わ しい こ と もま た重 要 で

あ る。 先行 研 究 で は この音 が 中舌 母 音 を表 して い た と考 える もの が 多 い。Matisoff

(1972)は*一ﾖ,Bradley(1979)は*-o,西 田(2000)は*mと 再構 して い る。本 論 文 で

は 、 これ が チベ ッ ト文語 で も一〇で対応 してい る事 実 を重視 し、*-oで 再 構す る。
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の変化に準ず るもの と考える注33。

 ま た(34a)の 例 は 、 チ ノ 語 一uに 対 し て 、 ハ ニ 語 一u:ロ ロ 語 ―u:ア チ ャ ン 語 ―op:

ラ シ 語 一u:p:ア ツ ィ語up:ビ ル マ 文 語upが 対 応 し て い る。 こ れ ら か ら例 は 少 な

い が 、PLB.*-upを 再 構 し 、 PLB.*―up>J.-uの 変 化 を 考 え た い 。(34b)の 例 は 対

応 し て い る 言 語 が 少 な い が 、 同 様 の 変 化 が 起 き た と見 な して お き た い 。 立 ち 戻 つ

て み る と、 す で に(7)の と こ ろ で 見 た よ うに 、 チ ノ 語 で はPLBの 母 音 と 同 じ く、

末 子 音 ―pが 脱 落 し て い る と 見 る こ と が で き る。

2.2  雫寺殊ﾘJ

ここでは基本 的な対応で扱 えない特殊な例 を取 り上げる。

[PLB.*-ak>J.-e]

(35)me35(「 夢 」;H.」 μ31m旦33;L. e33mo21;Lis. e31mE33;Ac. It55mっ つ55;Lw.

1甕31mつ つ31;Las. j⊇P55mつ つ31;At. j墾P55mo?21;C. in31mつ つ55;WB. ip・mak;

Bs. mセb血n b㎡ln(586);ZM699)

 2.1.6の(19)で 見た よ うに、PLB.*-akは 基本的 にチ ノ語で は―aで対応 す る。

しか し(35)で は一eで対応 してい る。 この条件付けは現在の ところかな り難 しい。

ただ、これ はビルマ文語 か らビル マロ語への変化で、WB.―ak>SB.-e.が 存在す

ることを考慮す る と、主母音 の変化 がビルマ語 に近い形で起 こり、末子音が脱落

した と考察す ることがで きる注34。

[PLB.*-a>J.-a]

(36)a.切955j・55(「 蜂 」;H. bJa31S155;L(南)bio'1;†Lis。 助33P・33;Ac.

t§ua31βa弓31;Lw, pjう35jう31;Las. pjマ33jaO33;At. pj6211aO21;C.

t§⊃311aO31;WB. pjaa2;Bs. pj77);ZM367)�

b.tsho55kh942(「 塩 」;H. tsha31da'31;Lε8h㎡3;Lis.亡8hα31bρ33;Ac.おhつ31;

注33李(2000)は(33c)の 例 語 を* -auと い う二重母 音 を持 っ た祖 形 の も とで扱 っ てい る。

筆者はこの考えを採らない。またビルマ文語で益♂ となっているが、通常これに相

当する日本語訳は 「茶色」である。ただしロロ=ビ ルマ系の比較の際、ビルマ文語

を用いるときはこの語を使 う方がよいようだ(藪 直談)。
注34他 に も.;* -ak>J .―oと な る 例 も存 在 す る。

  mjo55(「 草 」;†H⑫ ♂3 ya31;†L.型33;Lis, mげ3σhf31;tAc. sa55;Lw. m疳3';

Las. m疣55;jAt. n疥21;tC. sass;WB. mrak-pang;」-Bs. b302);ZM436)��

 チ ノ 語 一〇 に 対 し 、 ロ ン ウ ォ ー 語 鋼:ラ シ語 一an:ビ ル マ 文 語 一akが 対 応 し て お り 、

他の対応関係 とかなり異なるため、特殊なものと位置づけたい。
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Lw. tshっ35;Las. tsho55;At. i55t∫um21/tsho55;C. Chり31;WB. chaa2;

Bs. tsh3mﾈ(408);ZM61)

 2.L8の(21)で 見 た よ うに 、.;.*―aは 基 本 的 に チ ノ語 一Dに 反 映 して い る。 し

か し(36)に 見 る よ うに 、 チ ノ 語 ―aに反 映 して い る 例 も 散 見 され る。 チ ノ語 一a:ハ

ニ 語 一a:ロ ン ウ ォ ー 語 一っ:ア ツ ィ語 一〇:ビ ル マ 文 語 一aaな ど2.1.8で 見 た 対 応 関 係

と 共 通 し て い る と こ ろ も あ る 。 た だ し条 件 付 け は 難 し い 。.;.*-a>J,一 。と 同

じ程 度 母 音 が 上 昇 して い る こ と は言 え る よ うで あ る 。

[PLB.*っk>J.一 ¢]

(37)㎞ 如44(「 怖 が る 」;Hgり33;L.(鏡)go33;L﨎, d多ρ33;Ac.㍗oつ55;Lw. kjauk3ユ;

  Las. kju=k31;At. kluつ21;C. lu55;WB. krっk-;Bs. khε(689);ZMユ366)

(37)は ビルマ文語 の一〇kを参考 に、PLBと して*―Dkを 再構す る例である。 しか

しこの例 を見る限 り、チ ノ語では通常の反映で ある一〇ではなく、一¢で対応 してい

る。音節全体 としてはPLB.*grokを 再構 するこ とになるが、その変化 は

PLB.*grok>*krok>Proto―Jino.*'kjo'〉*khj o>Modern Jino. khﾘ

の よ うに な る。 こ こ で 通 常 は*khjoの 段 階 か ら は 何 も 変 化 せ ず ㎞joの ま ま 現

代チノ語で も安定する と理論上予測 され るのだが、現実には十が主母音―oと融合

して一ﾘとなつたのである。ただ しその理 由はいまだ判然 としない。

[PLB.*-um>」.-a]

(38)a551044(「 丸 い 」;† 且yっ33;†L. mQ33」134pU33;Lis.1ロ33;Ac.1um31;Lw. laり55;

  Las. la:055;Atj;055;C.1um31;WB. Iu市2-;Bs.一;ZM990)

 (38)も 通 常 の 対 応 と異 な つ て い る。 こ こ で は チ ノ 語 一a=ロ ン ウ ォ ー 語 ―aη:ラ

シ 語 一a:η:ア ツ ィ 語 一均 が 対 応 して い る。 西 田(2000:281)は ロ ン ウ ォ ー 語 一明:

ラ シp-a:弓:ア ツ ィ 語 一iηが 対 応 し て い る 場 合 、 ビ ル マ 祖 語 で は*-a�� 立 て て い

る 。 上 で も述 べ た よ うに(2.1.9参 照)、 西 田(2㎜)の 再 構 形 が*-aﾌ� と き 、 筆 者

は*janを 再 構 す る 。 こ こ で も 変 化 の 一 つ と してPLB.*jan>J,-aを 考 察 して お く

べ き で あ ろ う。

[PLB.*っ>J.-a】

(39)PJ a4a(「 話 す 」;†H. ess;L(魏)げ3;†Lfs. thea s;Ac. k乙ai55;†Lw. ta55/tf疼sl;

  †Las. ta:i53;†At. tai21;C. kろai55;WB. prっ2―;†Bs. c663);ZM1649)�

(39)の 例 で は チ ノ 語 一a:ア チ ャ ン語 ・チ ン タ ウ語 一ai:ビ ル マ 文 語 ―oの 対 応 す る
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例 で 、PLB.*―oを 再 構 す る こ と と な ろ う。 し か し、 チ ノ語 一aはPLB.*-akの 反 映

で あ る の が 基 本 で あ り、 こ の 対 応 は 例 外 的 で あ る と 見 る べ き で あ ろ う。

2.3 韻母の対 応― まとめ一

 ここで韻母の基本的な対応 をま とめてみ よう。・基本的 にこの節 で述べてきたチ

ノ語の韻母 の順番に並べてい る。 ただ し、未だ確 定的でないチノ語の―(£の対応は

省 略 している。 なお、韻母全ての対応 表ではないので、その点に関 しては今後整

理 を進 めてい きたい。

(40)【韻母の対応 のまとめ]

. ;

*―i/elsewhere

* -1/[歯 茎 音]

* -it

*一勛

*一,y

*-ip

*-an

*-at/[歯 茎 音]

* -atJelsewhere

*-am

* -wan

*-wam

*-um

*-wat

*-ak

*-a導

*-a

*―wa弓

*っk

*-im

*-jan

チノ語

一1

一uz/-x

一1

一e

一E

一ﾘ

一a

一a

一〇

一〇

一x

ハニ語

一1

一1

一i

一u

一e

一§

ロ ロ 語

一u/-E

一1

_i

一1

.董

一1

一e

一V

一e

つ

一i

一e

一a

一〇

一a

―o

一u

一u兀

っ/-e

一〇

一í

一Q

一〇/一田

一Q

一〇

一〇/-u

一tu

一i/-uz

アチャ ン語

一i

一a/-a

一a

一ak

一i

一e

一an

一at

一et

一am

一gym

一um

―o?

―aη

っ/-ua

つη

_0?

一均

ビルマ文語

一1

一ac

一ei

一ip

一at

一a血

一wan

一wa由

一u血

一wat

一ak

一ang

一a

一wang

っk

一im

一a�
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*-uy

*-o

*-u

*-up

一UI

一u

つ

一ru

一u

一u

一Y佃

一u

―9B

一ui

一au

一u

噛OP

一wei

一〇

一u

一up

 ここで も う一度(40)の 表 を見なが ら、PLBか らの各言語 の対応 関係 を整理 し

てみ よ う。

 まず*―1,*-a,*-uの 基本3母 音の反映についてみる と、*-aを 除いて、チノ語 は

基本的 に他 の言語 と同 じように、祖語 の母音 と同種 で ある。 ただ し、*-iに 関 し

て は歯茎音声母 に よって韻母が変化す る場合 もあ る。 また*―aに 関 しては、ハニ

語 ・..語 が他 の2母 音 とともに祖語 の母音 を保持 してい るのに対 し、チノ語は

アチ ャン語 と同 じく一〇に変化 していつたことが 特徴的 である湖5。*―Gも チ ノ語

で は一uになってい ることか ら、*―a,*-oに 関 しては母音 の上昇 がチノ語において

起 こった と見 ることもできる。つま り、*-i,*-uと いつた高母音 はチノ語 におい

て同種 であ り、*-a,*-oの 非高母音は上昇 していった と見 ることができる。

 また*-ip,*-upの*-p韻 尾 をもつ形式の反映にっいてみ ると、チ ノ語 はロロ語 と

同 じく、同種 の母音 のまま*―p韻 尾の脱落が起きた と考 え られ る。*-upに 関 して

はハニ語 もこのよ うに考えてよいだろ う。 しか し、アチ ャン語ではいずれ も異な

る方向へ変化 してい る。 このことは*-ak,*-okと いった*-k韻 尾 をもつ形式の変

化 にも当て はま る。*-t韻 尾をもつ ものは、*―atは ロロ系において母音 が類 似 し

てい るものの、祖形 の母音の種類を変えている。一方、*―itは祖形の主母音の種

類 を変 えていない。

 *-atの 場合 と同 じく、PLBに おいて鼻音韻尾 がある場合 も現代のチノ語ではか

な り異 なる母音に反映 している。鼻音韻尾の場合、 ロロ系は各言語 でかな り違つ

た母音 に反映 している点 も特徴的である注36。

注35PLB
.*-a>J.-oを 見 る と、 母 音 が 上 昇 して い る 変 化 に 見 え る 。 江(2002)も そ の こ

とをハニ語の下位方言で説明し、母音の上昇がシナ;チ ベット語の通時的音変化

のモデルの一つ としている。 しかし江(2002)は 標準的な方言から下位方言へ変化

が起こったと考えているようで、各語例を通覧して祖形を再構す ることはしていな

い。またチノ語を蓋(1986)を 用いて比較 しているが、筆者の採集データとはかな

り異なる(江2002:352-353、
注36徐(1991)はLB諸 語 のい くっ か の音 変化 につ い て論 じてい るが

、本論 文 と関連 す る

 部 分 は鼻 音 韻 尾 を も つ韻母 の 変化 で あ る。 しか しチ ノ語 の資 料 が蓋(1986)に よっ

 て い る た め 、規 則 的 対応 関係 が本 論 文 の 内容 と異 な つ てい る。 徐(1991)の 提 示 し

一370一



 したがつて、 これ らを さらにまとめると、音節構 造によつてチ ノ語の韻母 の反

映の仕方が異なる ことがわかる。祖形において開音節の場合 、高母音 と非高母音

で反映 された母音 が祖形 と類似 してい るか、異なってい るかが変わ る。 しか し祖

形が 閉音節の揚合 は二方向に分 かれ る。韻尾 力弐破裂音 の場合 、*-t韻 尾 の揚 合を

除き、祖形の主母音 はチ ノ語 で変 わっていない。他方、韻尾 が鼻音の場合 、チノ

語ではかな り異 なる母音に反映 している。

 介音*-w― の韻母へ の影響 も注 目に値する。*-w―は韻母 の変化 の起 こつた後、そ

れ らを円唇化 した もの と考 えることができる。PLBに おい て*―w一があるものと

ないものは、相互 に高 さや前後な どをほぼ変 えることな く、チ ノ語 においてかな

り整然 と対応 してい る。

3 言語接触 か ら見 えるもの

 チノ語には漢語か ら数多 くの語が借用 されている。 また若干ではあるが、榛語

との接触 によ り借用 され た語彙 も散見 される。本節ではそれ ら借用元言語(danar

language)が/泰 語 の例 を見てい こう。4語 な どの資料は王(ユ984)に 掲載 されてい

る語彙 による。

3.1 開音節の借用語

 チノ語 においてはPLBに 遡れ る語彙 は、開音節 の ものにっい ては母音が上昇

す る現象 を先 に見たが、4語 か らの借用語に関 してはその よ うなことはない。

(41)a.a55xD42(「 漠 族 」;XD. hり3;DD. xe5)

  b.a551a42(「 遅 い 」;XD. la3;DD.1a3)

 これらから系統関係の離れた言語からの借用語に関してはそのまま母音の同種

の母音に反映 しているようだ。

3.2 末子音の脱落 と保持

 これまで見たようにチノ語の固有語には末子音が存在しない。かなり古い時期

に榛語から借用した語もチノ語に入つた後に脱落しているようだ。

(42)a.a55ja44(「 難 し い 」;XD.ja=k8;DD,ja:P8)

  b。ma55pi荏4(「 唐 辛 子 」;XD. ma:kgphik9;DD. ma:kgphet9)

て い る対 応 セ ッ トと共 通 して い る のは 、チ ノ語 一x:ビ ル マ 文 語 一晦,チ ノ語 ―ε:ビ ル

マ 文語 一amで あ る。 徐(1991)は 鼻音 韻 母 の 合流 、韻 尾 の脱 落 、 主母 音 の 鼻 音化 に

つ いて 述 べ て い る が 、PLBな どの祖 形 再構 につ い て は言 及 してい な い。
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 これ らの例では西讐版納榛語では末子音が一kであることが見てとれる。前節

まで見てきたように末子音一kはチノ語では主母音を変 えずに脱落する傾向が見

られるようだ。

ただ しごくまれに漢語同様、鼻 音に限って末子音 として保持 してい る例 も見受

けられ る注37。

(43)tho551in44(「 落 花 生 」;XD. tho5din1;DD. tho51in6)

3―3 二重母音

次の例は借用元の言語が二重母音の例である。

(44)a,a55ηai44(「 や さ し い 」;XD.勾a:i6;DD.ηa:i6)

  b.vai44(「 速 い 」;XD. vai2;DD, xan1;Zh. va:i5)

 2の 冒頭で述べたよ うに、チ ノ語 の二重母音 を持つ語 は基本的に漢語または西

讐版納榛語か らの借用語 である注38。(44)の 例はいずれ も西讐版納4語 か らの借

注37(43)の 例 で チ ノ語 の第2音 節 の声 母 が西讐 版 納/泰語 と合 わず
、徳 宏イ泰語(シ ャ ン語)

と合 うの は興 味深 い。Li(1977:107)で は 、他 の タ イ 系諸 語 と徳 宏4語 でd:1の 対

応 が あ る とき 、Proto-Taiで は*?dで ある として い る。 そ の説 を とれ ば、西 隻版 納dﾘ

語 の ほ うが 古 い形 態 を保 持 し、徳宏1泰語 は*?d>1へ の変 化 を被 っ た と考 え るのが 妥

当で あ ろ う。 チ ノ語 は有 声破 裂音 を持 た ない た め 、徳 宏 榛 語 とは別 個 に、独 自の変

化 を被 って1一の 音 となっ た と考 え られ る。

注38注12で 述 べ た が
、チ ノ語 の 固有語 におい て も若 干 の 二 重 母音 を持 つ 語 が見 られ る。

  (i)a.khao42「 何 」

 b.laiss「 ～ 人 」

これ らの来 源 につ い て は今 の とこ ろ以 下 の よ うに 考 えて い る。 ま ず(i)aで あ る

が 、 これ は 巴宥 土 語 にkha55ε44 rなぜ 、 ど うして 」 とい う疑 問 詞句 が存 在す る こ と

に着 目す る。 ε44は 名 詞 に つい て 「～ の」 を表 した り、 あ るい は一 部 の動 詞語 根 に

つい て 副詞 的 な機 能 を持 たせ る。 す る とkha55自 体 が 何 らか の疑 問詞 と考 えた ほ う

が よい 。 ま た よ く用 い られ るkhao421a42?「 何 て 言 つ た の?」 とい う文 や 、 同 じくよ

く用 い られ るICII51a42?r何� て言 つたの?」 と平行 して考 え る と、前 者 は以 下 の よ う

な文 が元 にな つ て、 異 分析 の結 果 、khao4 aと い う語 彙 に変 化 した ので あろ う。

(ii)*khass O441a42?>khao4'1a427

  イ可  SFP Q   イ可  Q

 このように㎞a♂2と いう形式に語彙化 した後に、以下のような表現が用いられ

るようになったと考えたい。

(iii)khao4'1133pa135? 「何 曜 日?」

 何  週

一372一



用の例であるが、(44a)の 西隻版納イ泰語 は主母音 が長母音 であ り、(44b)の 場合 は

短母音であ る。いずれ も開音節であるが、借用元の言語の主母音が長母音 であろ

うと短母 音で あろ うと、 チノ語 では主母音 を短母音 に した二重母音 となってい

る。注意すべ きはチ ノ語 には短母音 しか存在 しない ことである。つ ま り、チノ語

は二重母音 とい う性 質を借用元言語か ら受 け継 ぎなが らも、主母音の短母音性は

チ ノ語独 自の音韻体系に則 した形で借用 しているのである。

3.4 言語接触 のまとめ

 以上、榛語 か ら借用 され た若干の語彙 について、中国音韻学の用語 を借 りてま

とめてみる と、借用元の言語の形式が叙声韻(開 音節 か末子音が鼻音のもの)な ら

ば、借用後 も韻母はそのままであるが、促声韻(末 子音が破 裂音の もの)な らば、

借用語 は開音節 に合流 して しま うことが読み とれる。 ただ し叙声韻でも榛語にお

いて長母音 がある語 に関 しては、チノ語では短母音化す ることも重要である。

4 おわ りに

本論文 ではチ ノ語 の音韻史を韻母の変化 とい う面 か ら考察 してみた。

ロロ=ビ ルマ同源語 においては、チ ノ語 に他 の同系諸語 に見 られ る緊喉母音

がない一方 、非常に多 くの非緊喉母音が存在す る。 その来源 を比較方法 によつて

再構 し、変化 を考察 した。そ こには多様で複雑な流れ が見 えるが、音節 構造 に

よって基本的 な対応 に違いがあることもわかつた。 またイ泰語か らの接触 によって

チノ語 に導入 された語彙は主母音において借用元言語 のもつ母音が変わ らず反映

してい ることも確認 した。

大変多様な対応関係を確認し、その基本的変化について記述することができた

が、いまだ多 くの不規則的特殊例那存在する。今後は言語接触も含めた形でこれ

ら特殊例の変遷過程における解明を進めていきたい。

 次 に(i)bで あ る が 、 これ は よく1155と も言 われ る。 しか し巴 一ド土 語 で は1ai55も

同 じ程 度 よ く用 い られ る。 チ ノ語 の助数 詞 は数詞 の後 ろ に置 かれ る。 こ こで 重 要 な

の は数 詞 の 中にli55「4」 とい う語 が ある こ とで あ る。 「4人」 とい うときにIi33h55

「4人 」(前 者 が33調 な の は変 調 の 結 果)と い う こ とも で き る が、 よ り助 数 詞 を強

調 した 形 で 二 重 母 音 化 し、11331i1155「4人 」 とな つ た の で は ない だ ろ うか。 こ の よ

うに 二 重 母 音 化 し た助 数 詞1ai55が 語 彙 化 して 、 「3人 」や 「5人 」 をい う揚 合 も、

Sﾘ33155(Sﾘ55「3」)、� η0331ai55(go55「5」)と なっ た の で あ ろ うと考 え られ る(sの33,

PD33と も に変調 が起 き てい る)。
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略号 ・記号表

〈 略号 〉

Ac.

Bs.

DD.

J.

Las.

Lis.

NT

PB.

PI.

SB.

WT.

Zh.

(魏)

(南)

(墨)

アチャン語(阿 昌語)

 ビス語(畢 蘇語)

ダーホン ・ダイ語(徳 宏d語)

   チ ノ語(基 諾語)

   ラシ語(勒 期語)

   リス語(標 標語)

  西 田(1955,1956)

ビルマ系祖語

ボラ語(波 拉語)

ビルマ ロ語ヤンゴン方言

  チベ ッ ト文語

チワン語(壮 語)

ロロ語魏山方言

ロロ語南華方言

ハニ語墨江方言

At.

C.

H.

L.

LB.

Lw.

t:

PLw.

PLB.

WB.

XD.

ZM

(サ ニ)

(武)

アツィ語(ツ ァイワー語、載瓦語)

  チ ンタウ語(仙 島語)

ハニ語(ﾁ尼 語)

ロロ語(郵 語)

  ロロ=ビ ルマ系諸語

ロンウォー語(マ ル語 、浪速語)

古代 ビルマ語

Lewis(1968)

ロロ=ビ ルマ祖形

 ビル マ文語

シーサンパンナ ・ダイ語(西 隻版納榛語)

   黄(1992)の 資料番号

ロロ語サニ方言

ロロ語武定方言

<記 号>

Q 疑問助詞 Y 緊喉母音 SFP 文末助詞 † 非同源語形

 通常の系統的分類 において、slant体 で書かれてい るのはロロ系、 sans ser体�

で書かれ てい るのはビルマ系の言語 とされてい ることを示す。

 本論文 で挙げた資料 は、とくに断 らない限 り、チノ語 を筆者 の資料か ら、タイ

の ビス語 をBradley(1988)注39、 タイ系諸語 を王(1984)か らとつている他 は、全

て黄(1992)の 資料か ら得ている。 ただし、ビルマ語 は適切 な語形が黄(1992)に

見当た らない揚合 、大野(2000)を 参照 している。

 また特記 している揚合 を除き、ハニ語は緑春方言 を、 ロロ語 は喜徳方言 を、ア

チ ャン語 は階川方言 を扱つている。

注39徐(1998)は 中国 領 内 の ビス語 の
、Kato(2002)は タイ の ビス語 にお け る最 新 資 料 で

  あ るが 、本 論 文 で は 基本 的 にBradley(1988)を 参 考 に して い る。
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从韵母来看的基i若语音系演变

林范彦

[提要]

基诺语是云南省西双版纳傣族自治州景洪市基诺族的语言，属于藏缅语族彝缅

语群，人口有两万多。分有悠乐方言和补远两个方言。百分之九十的人讲悠乐方

中
一
一
口
本篇论文所涉及到的是基诺语的韵母演变。基本上，彝缅语有两个韵母系列:

即紧元音和松元音。基诺语虽然属于彝缅语群，但没有紧元音系列，有十二个松

元音。笔者从 LB 诸语的比较来考察了基诺元音的来源和演变。

得到了如下结果。

1.除了古彝缅语(以后为 PLB) 丰-a 以外，开音节在包括基诺语在内的其他彝缅

语里相互对应。

2. PLB 的入声韵母与基诺语，彝语支(尤其是彝语〉的主元音音色相同，失去了

韵尾。

3. 有鼻音韵尾的 PLB 韵母使基诺语和彝语支的语言有了自己的演变，音色个不相

同。

4. 从傣语等语言借用的外来语没有发生元音音色变化，而保持了原来的与韵腹音

色。

(受理 日2003年9月29日 最 終 原稿 受 理 日2003年12月22日)
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